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青森県太平洋岸の砂浜域に生息するホッキガイは底生初期椎貝の減耗が著しく､昭和57年以降底

生椎貝の生態について調べてきたが本年も引続き椎貝発生量､減耗実態等について調査を実施した

ところ若干の知見を得たので報告する｡

Ⅰ 稚貝発生量調査

1) 調査場所 :八戸市八太郎地区

2) 調査時期 :昭和60年8月2日～11月14日

3) 調査方法 :ホッキガイ0年貝の発生状況を調べるため､第1図に示した調査点でスキューバ

潜水により1/5riの砂を採取し､1mm日合の節で砂と分離して計測した｡

調査結果および考察

昭和60年産貝の出現は第1表に示すとおりであり､8月30日になって殻長1-3m加椎貝が初め

て出現している｡調査点1-6の八太郎定点での出現数は例年になく少なく､出現数は時間の経

過とともに低下し底生初期椎貝の密度が最大になった8月30日を100%とした場合､11月14日で
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第1図 調査地点図 (St.1-14)
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は15.3%に減少している｡昭和59年産

貝の出現が比較的多かった港外のSt.

10-12の東防波堤沖では本年度も多く

の0年貝が出現し､10月1日に最大密

度になり11月14日では8.3%に減少し

ている｡しかし､昭和59年産貝の出現

が最大であったSt.13-14の北防波堤

沖では本年度は0年貝の出現は殆んど

みられなかった｡

昭和57年から昭和60年における八太

郎定点の11月の0年見出現数を第2表

に示した｡ホッキガイ浮遊幼生が底生

生活に移行するのは7-8月にかけて

であり､調査時の0年貝は底生生活移

行後約 4ケ月経過 していることにな

る｡4ヶ年の調査のうち昭和57年､58

年の出現は多くすべての調査点で出

現したが､昭和59年は6調査点のう

ち4点､昭和60年は6調査点のうち

1点のみの出現であり出現数も少な

かった｡

第 1表 60年産発生貝出現状況

(単位 :個/nf)

諾 月日設 調 査 ハ､､名 (St.) 8/2 8/30 ㌔ 7 1㌢1 10<5 i,(31

1y14八 1 00 5 00002 065 40 5 0

5 0太 3 00
0 5 0010那 4 00 5 5 00

0定 5 0015 15
000点 6 000
0000(小計) 065 65 30 0 5 10

八太那 7 0】 010 0 0

0108 0Iー 5 5 45

10 0 59 025 35
10 20 35 5I(小計) 03

0 50 55 30 35 10莱 10 0 65 120 125 25

5 10防 ll 080 30
95 035 15波堤 12 0160 70 200 20 45 10(小計) 0305

220 420 45 85 35北 13 0I 000
010 -防波堤 14

0- 5 15 10 0 0

(小計) 00 5 15 10 10

0八戸八太郎地区の浮遊幼生の出現は一様に少なく､浮遊幼生と底生椎貝の関係は見出すことが

できなかった｡また､底生椎貝と生息環境の関係では外海に面した波浪等の影響を強く受ける場

所ほど0年貝の出現数が大

きく変動している｡第2

表 0年貝発生量の推移 (単位 :個/ni)



Ⅰ 減耗実態調査

1) 調査場所 :八戸市八太郎地区

2) 調査時期 :昭和58年7月15日～昭和60年11月14日

3) 調査方法 :昭和58年産発生貝の底生初期からの生残率を推定するため第 1図に示した調査点

1- 6の八太郎定点においてスキューバ潜水により1/5nfの砂を採取し､lam

目合の節で砂と分離して計測した｡

調査結果および考察

八戸八太郎地区は防波堤で囲まれた港湾内であり､外海の波浪等から保護された静穏な海域で

ある｡底生初期椎貝は潜砂能力が小さいことから波浪､沿岸流､漂砂等の物理的要因に大きく支

配され､着底場所に定位することができず漁場外に運搬されるため減耗が大きいことが知られて

いる｡

第2図は八戸八太郎地区における昭和58年産貝の出現推移であり､底生初期椎貝の密度が最大

になった昭和58年9月26日を100%としたときの各調査時の生残率を示している｡生残率は時間

の経過とともに低下し当年中に23.5%､1年後には11.1%､2年後には5.8%までに減少した｡

外海に直接面した場所での生残率は底生初期椎貝の発生が極端に少ないため求めることができな

かったが幼椎貝の出現海域はごく一部であり､しかも出現数が八戸八太郎地区の1/10程度であ

ることから相当下廻ることが予想される｡
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底 質 調 査

1) 調査場所 :八戸市八太郎地区

2) 調査時期 :昭和60年5月23日､9月17日

3) 調査方法 :スキューバ潜水により第 1図に示した調査点でサンプリングし下記の項目につい

て分析した｡

含 泥 率 :(0.063m以下) 乾式飾別法

強熱減量 :750℃ 2時間強熱

C 0 D:アルカリ性過マンガ ン酸カリウム酸化ヨードメトリー

全硫化物 :検知管法

調査結果および考察

調査点は椎貝発生量調査と同一ポイントであり､ほとんどの調査点でホッキガ イ0年貝が出現

している｡第3表に底質調査結果､第3図に含泥率と強熱減量の関係を示 した｡含泥率と強熱減

量は高い相関がみられ､秋期の9月では相関係数が0.887であった｡また､春期と秋期では含泥

率､強熱減量とも秋期の方が高い値になっており当該海域では夏から秋にかけて堆積傾向にある

ことがわかる｡
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第3表 底質調査結果

項 目Date 含泥率 (%) 強 熱 減 量 C O D 全
硫 化 物(0.063nlm以下) (%) (叩/グ)

(呼/グ)昭60 昭60 昭60 面60 昭60
昭60. 昭60 昭60地 名 st. 5月 9月

5月 9月 5月 9月 5月 9月八太郎 定点 123456 2.7513.3115.9215.62 2.473.307.6215.6516.7221.77I 1.652.84 1.942.152.283.202.744.00 0.151.15

0.360.74 T R!T R T RI0.017I!八 太 郎 77'88'9 [ 25.9413.38i 22.19Il 14.79III! 2.76I辛 3.794.07 4.244.294.243.882.19 1.241.68 0.781.590 0.012TR0.024TR ー 0.045ilii O.031Iiii!上 Rl; 0.037iiiI… 0.0231il o.210東 防 波 堤 10ll12 25.2920.99I…25.39II28.4723.48 3

.893.86 6.105.904.33 0.771.18 3.131.142.03北 防 波 堤 1314 13.656.08 27.6210.39 3.39- 2.84l∫

巨 6.42IiI

巨 22




